
自転車の安全利用を推進するロゴマーク
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転んだときや、ぶつかったと
きに、ヘルメットをかぶってい
ると、 頭を守ってくれます。
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左右、 後ろの
安全を確認しよう！
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ゆう うしさ

このマークの
あるところでは
止まって周りの安
全を確かめよう。
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後ろから
くる車に気を
つけよう！
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信号を守って、青になったら、
左右と右後ろの安全を
　　　確かめてから
　　　渡りましょう。

信号を守って、青になったら、
左右と右後ろの安全を
　　　確かめてから
　　　渡りましょう。
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見通しの悪い交差点では
必ず止まって左右の安全を
　　　　確認しましょう。

見通しの悪い交差点では
必ず止まって左右の安全を
　　　　確認しましょう。
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交差点では曲がってくる
自動車に気をつけましょう
交差点では曲がってくる
自動車に気をつけましょう
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帰ってきたら自転車に
鍵をかけましょう。
帰ってきたら自転車に
鍵をかけましょう。
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お店に到着！お店に到着！
自転車は決められた
場所に置きましょう。
自転車は決められた
場所に置きましょう。
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歩道は歩行者に気をつけて
車道寄りをゆっくり走ろう。
歩道は歩行者に気をつけて
車道寄りをゆっくり走ろう。
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一時停止と
安全確認を
忘れないで。

一時停止と
安全確認を
忘れないで。
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歩道がないところは、
道路の左側を走りましょう。
歩道がないところは、
道路の左側を走りましょう。
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どう ひだりがわ はしろ
大人と一緒にいすの高さや
ブレーキの確認をしましょう。
大人と一緒にいすの高さや
ブレーキの確認をしましょう。
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小学生・保護者の皆さんへ
しょう がく せい ほ  ご  し ゃ み な
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令和4年3月発行  自転車安全利用普及啓発リーフレット

「東京都自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例」（本文中は「東京都自転車安全利用条例」と表記）で
は、自転車損害賠償保険等への加入やヘルメットの着用などの規定を設けています。詳細は交通安全課まで。 東京都　自転車条例 検 索

（編集発行）東京都都民安全推進本部交通安全課　お問い合わせ  電話 03-5388-3124・3127

●保護者の方は、13歳未満の子供にヘルメットをかぶらせる
ように努めなければなりません。（道路交通法第63条の11）

●自転車利用者は、年齢を問わず、ヘルメット等の着用に努
めるものとされています。（東京都自転車安全利用条例第19条）

ヘルメットをかぶりましょう

保護者の方へ

子どもにルールを教えましょう
●保護者の方は、その監護する未成年者が自転車を安全で
適正に利用できるよう、必要な技能や知識を習得させるよう
努めなければなりません。（東京都自転車安全利用条例第15条第１項）

歩行者が
優先だよ。

並んで走ること  
二人乗りをすること

なら

の

はし
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スマートフォンなどの
画面を見ながら運転すること
が みめん うんてん

かさを差して運転すること
うんてんさ

これはダメ ぜったいやめよう！ やめさせよう！

小学５年生の少年が、坂道を自転車で下っていた際に、前方不注意
で女性に衝突。女性は頭の骨を折り、意識が戻らない状態。裁判
所は、少年の保護者に監督責任を認め、約9,500万円の賠償を命
じました。（神戸地方裁判所、平成25年7月4日判決）

自転車側が加害者になった賠償責任の例

●自転車利用者は、自転車の利用によって生じた他人の生命
又は身体の損害を賠償する自転車損害賠償保険等に加入しなけ
ればなりません。（東京都自転車安全利用条例第27条）

●保護者の方は、未成年のお子さんが自転車を利用すると
きは、自転車の利用によって生じた他人の生命又は身体の損
害を賠償する自転車損害賠償保険等に加入しなければなりま
せん。（東京都自転車安全利用条例第27条の2）
自転車利用中の対人賠償事故に備える保険等は、傷害保険、火災保険、自
動車保険等の特約として契約することもできます。また、点検整備された自転
車の車体に付帯された保険（TSマーク付帯保険）もあります。既に加入してい
る保険等に補償が付帯している場合もありますので、確認してください。詳細
は、保険会社や保険代理店等にお問い合わせください。

自転車利用中の対人賠償事故に備える保険等※に
加入している必要があります!! （令和２年４月１日～）
自転車利用中に事故を起こした際には、自分がけがをするだ
けでなく、相手にけがなどをさせることがあります。万が一に
備えて、保険等に加入している必要があります。
※自転車の利用によって生じた損害を賠償するための保険・共済




